
�愛媛県告示第９２８号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第

１１０号。以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づく

特定施設の設置の許可の申請があった。

なお、法第５条第３項に規定する書面は、愛媛県庁及び宇

和島市役所において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する

。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

飛島建設株式会社

東京都千代田区三番町２番地

代表取締役社長 池原 年昭

２ 事業場の名称及び所在地

飛島建設株式会社石丸トンネル作業所

宇和島市祝森字ガイノ木乙３０３

３ 特定施設に関する事項

４ 汚水等の処理施設に関する事項

� 沈殿槽

発 行 愛 媛 県

印 刷 岡田印刷株式会社
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告 示

特定施設の１日当たりの使
用時間 ６時間

特定施設の使用の季節的変
動の概要 無 し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 １０．０～１２．０

最大 １０．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５．０

最大 １０．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，５００

最大 ３，０００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２．０

最大 ３．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０４

最大 ０．１

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ６

最大 ９

特 定 施 設 の 種 類
水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令
第１８８号）別表第１第５５号 生コンク
リート製造業の用に供するバッチャー
プラント

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たり３０立方メートル処理

工事の着手予定年月日 許可後直ちに

工事の完成予定年月日 着手後１４日

使用開始の予定年月日 完成の翌日

特定施設の使用時間間隔 断 続

工事の着手予定年月日 許可後直ちに

工事の完成予定年月日 着手後１４日

使用開始の予定年月日 完成の翌日

処 理 施 設 の 種 類 物理処理

処 理 施 設 の 型 式 自然沈降

処 理 施 設 の 構 造 鋼板製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦２．０メートル 横２．０メートル
高さ１．５メートル

処 理 施 設 の 能 力 １時間当たり４立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 自然沈降

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使
用時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変
動の概要 無 し

毎週（火・金）曜日発行 第１７７０号 平成１８年６月２０日
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� 濁水処理施設

５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び

最大の値並びに汚水等の１日当たりの量

�������
�愛媛県告示第９２９号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定

により、新居浜市中村土地改良区から次のとおり役員が就任

し、及び退任した旨の届出があった。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

就 任

退 任

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 １０．０～１２．０

最大 １０．０～１２．０

通常 １０．０～１２．０

最大 １０．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５．０

最大 １０．０

通常 ５．０

最大 １０．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，５００

最大 ３，０００

通常 ２００

最大 ３００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２．０

最大 ３．０

通常 ２．０

最大 ３．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０４

最大 ０．１

通常 ０．０４

最大 ０．１

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ６

最大 ９

通常 ６

最大 ９

備考 汚水は、特定施設で再利用する。

工事の着手予定年月日 許可後直ちに

工事の完成予定年月日 着手後１４日

使用開始の予定年月日 完成の翌日

処 理 施 設 の 種 類 物理処理＋化学処理

処 理 施 設 の 型 式 ＣＣＳ－Ｋ－３０－Ｃ型

処 理 施 設 の 構 造 鋼板製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦６．５メートル 横９．０メートル
高さ６．０メートル

処 理 施 設 の 能 力 １時間当たり３０立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 凝集沈澱＋ｐＨ調整

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使
用時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変
動の概要 無 し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 １０．０～１２．０

最大 １０．０～１２．０

通常 ６．５～８．５

最大 ６．５～８．５

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５．０

最大 １０．０

通常 ５．０

最大 １０．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，５００

最大 ３，０００

通常 ２０

最大 ２５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２．０

最大 ３．０

通常 ２．０

最大 ３．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０４

最大 ０．１

通常 ０．０４

最大 ０．１

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２５０

最大 ３８０

通常 ２５０

最大 ３８０

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ６．５～８．５

最大 ６．５～８．５

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５．０

最大 １０．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２．０

最大 ３．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０４

最大 ０．１

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２５０

最大 ３８０

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 土 岐 清 新居浜市横水町１３－１７

〃 大 塚 晟 充 新居浜市滝の宮町６－１６

〃 坂 上 保 新居浜市中村松木二丁目９－５０

〃 伊 藤 忠 新居浜市土橋一丁目１０－１３

〃 林 正 治 新居浜市中村一丁目１－２８

〃 神 野 晄 一 新居浜市本郷二丁目６－８

〃 西 原 力 新居浜市本郷一丁目８－４１

監 事 真 鍋 正 幸 新居浜市中村一丁目６－３６

〃 北 條 敏 之 新居浜市中村松木一丁目１１－２４

〃 青 野 幸 永 新居浜市滝の宮町１１－１４

愛 媛 県 報平成１８年６月２０日 第１７７０号

５３０



�������
�愛媛県告示第９３０号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定

により、西条市神拝土地改良区から次のとおり役員が就任し

、及び退任した旨の届出があった。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

就 任

退 任

�������
�愛媛県告示第９３１号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定

により、松山市坂本地区土地改良区から次のとおり役員が就

任、及び退任した旨の届出があった。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

就 任

退 任

�������
�愛媛県告示第９３２号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第８４条において準用

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 土 岐 清 新居浜市横水町１３－１７

〃 井 上 勝 秋 新居浜市政枝町二丁目６－１３

〃 坂 上 保 新居浜市中村松木二丁目９－５０

〃 伊 藤 忠 新居浜市土橋一丁目１０－１３

〃 林 正 治 新居浜市中村一丁目１－２８

〃 神 野 晄 一 新居浜市本郷二丁目６－８

〃 西 原 力 新居浜市本郷一丁目８－４１

監 事 津 乗 運 弘 新居浜市土橋二丁目５－３３

〃 真 鍋 正 幸 新居浜市中村一丁目６－３６

〃 大 塚 晟 充 新居浜市滝の宮町６－１６

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 田 坂 保 美 西条市喜多川５２１

〃 田 坂 一 夫 西条市喜多川７２０－３

〃 田 坂 孝 志 西条市樋之口１４７－５

〃 上 路 利 春 西条市樋之口１１５

〃 高 橋 文 一 西条市古川甲２１１

〃 白 石 磯 高 西条市古川甲１４８－３２

〃 横 井 桂 西条市神拝甲３０２－１

〃 山 路 伊勢男 西条市神拝甲４２０

〃 星 加 康 博 西条市喜多川３５４－７

〃 松 本 麻 市 西条市明屋敷４１０－３

〃 高 橋 晴 雄 西条市神拝乙５－５

〃 松 本 正 一 西条市喜多川６８８

〃 田 坂 護 西条市喜多川４２８

〃 田 坂 徹 西条市喜多川４７６

〃 井 上 隆 西条市樋の口３２７－２

〃 安 永 治 美 西条市喜多川９６

〃 藤 田 豊 秋 西条市喜多川１５５－１

監 事 青 木 徹 西条市古川２５－３

〃 岡 村 秋 孝 西条市喜多川８５

〃 高 橋 文 一 西条市古川甲２１１

〃 白 石 磯 高 西条市古川甲１４８－３２

〃 山 路 伊勢男 西条市神拝甲４２０

〃 横 井 桂 西条市神拝甲３０２－１

〃 松 本 麻 市 西条市明屋敷４１０－３

〃 高 橋 晴 雄 西条市神拝乙５－５

〃 石 川 忠 雄 西条市喜多川１４４

〃 塩 出 鉄 男 西条市喜多川１８０

〃 星 加 康 博 西条市喜多川３５４－７

監 事 青 木 徹 西条市古川２５－３

〃 石 川 篤 志 西条市喜多川９３

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 田 坂 保 美 西条市喜多川５２１

〃 守 谷 幸 雄 西条市喜多川６８５

〃 田 坂 一 夫 西条市喜多川７２０－３

〃 松 本 光 司 西条市喜多川４９４

〃 井 上 新 朗 西条市樋之口３５４－２

〃 松 本 英 正 西条市喜多川４８５

〃 田 坂 孝 志 西条市樋の口１４７－５

〃 上 路 利 春 西条市樋之口１１５

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 権名津 貞 範 松山市窪野町１１４４

〃 米 田 千 沖 松山市窪野町乙２１－１

〃 二 神 明 正 松山市窪野町２２１９

〃 渡 部 洋 吉 松山市浄瑠璃町６３４

〃 村 井 充 人 松山市浄瑠璃町３８１

〃 加 川 利 信 松山市浄瑠璃町１５６

〃 池 田 進 松山市久谷町１１４

〃 相 原 輝 久 松山市久谷町６２７

〃 横 田 忠 徳 松山市久谷町１５３５

監 事 大 川 晋 一 松山市浄瑠璃町甲３１２－２

〃 大 西 兼 市 松山市久谷町２９４０

〃 中 川 昭 彦 松山市窪野町１７９６

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 権名津 貞 範 松山市窪野町１１４４

〃 大 野 和 男 松山市浄瑠璃町甲１８０－４

〃 中 川 洋 一 松山市久谷町６３６

〃 谷 口 春 市 松山市久谷町１７７４

〃 三 神 敬 松山市浄瑠璃町８８５

〃 野 口 桂 一 松山市浄瑠璃町５０５

〃 光 田 博 之 松山市久谷町３７６

〃 米 田 千 沖 松山市窪野町乙２１－１

〃 二 神 明 正 松山市窪野町２２１９

監 事 大 川 晋 一 松山市浄瑠璃町３１２－２

〃 坂 本 義 直 松山市久谷町２９３１

〃 相 原 賢 吾 松山市窪野町１８２３

愛 媛 県 報平成１８年６月２０日 第１７７０号

５３１



する第１８条第１６項の規定により、道前道後土地改良区連合か

ら次のとおり役員が退任した旨の届出があった。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

退 任

�������
�愛媛県告示第９３３号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定

により、道後平野土地改良区から次のとおり役員が退任した

旨の届出があった。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

退 任

�������
�愛媛県告示第９３４号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定

により、松前町北伊予土地改良区から次のとおり役員が就任

し、及び退任した旨の届出があった。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

就 任

退 任

�������
�愛媛県告示第９３５号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定

により、松山市馬木町土地改良区から次のとおり役員が住所

を変更した旨の届出があった。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�������
�愛媛県告示第９３６号
次の県営土地改良事業の工事が完了したので、土地改良法

（昭和２４年法律第１９５号）第１１３条の２第３項の規定により

公告する。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�������
�愛媛県告示第９３７号
森林法（昭和２６年法律第２４９号）第３３条の２第１項の規定

により、次のように保安林の指定施業要件を変更する。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 � 市 通 美 松山市鷹子町６７６番地１

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 � 市 通 美 松山市鷹子町６７６番地１

〃 喜 安 晃 伊予郡松前町大字昌農内５９番地１

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 弓 立 文 明 伊予郡松前町大字徳丸１２４７番地

〃 門 屋 勇 伊予郡松前町大字徳丸１１６７番地２

〃 渡 部 伸 伊予郡松前町大字徳丸６３６番地

〃 本 多 正 仁 伊予郡松前町大字中川原５８４番地

〃 松 浦 孝 良 伊予郡松前町大字中川原１０６８番地

〃 加 藤 監 一 伊予郡松前町大字中川原２０７番地１

〃 弓 達 武 明 伊予郡松前町大字出作１７９番地

〃 西 村 廣 武 伊予郡松前町大字出作２３７番地３

〃 水 口 誓 雄 伊予郡松前町大字神崎８９３番地

〃 野 本 忠 雄 伊予郡松前町大字神崎６８３番地

〃 池 内 求 伊予郡松前町大字神崎３６９番地１

〃 橋 本 蜜 雄 伊予郡松前町大字鶴吉１１６３番地

〃 金 子 譽 伊予郡松前町大字鶴吉４７番地５

〃 日 野 榮 蔵 伊予郡松前町大字横田３５４番地

〃 高 市 賢 一 伊予郡松前町大字大溝５８９番地１

〃 渡 部 良 重 伊予郡松前町大字永田４７５番地

〃 松 田 清太郎 伊予郡松前町大字東古泉３４９番地

監 事 弓 立 達 夫 伊予郡松前町大字徳丸１２６８番地３

〃 池 内 初 好 伊予郡松前町大字神崎２８２番地１

〃 栗 原 傳 伊予郡松前町大字大溝２０９番地１

役員の種類 氏 名 住 所

理 事 渡 部 幸 男 伊予郡松前町大字徳丸６５８番地

〃 弓 立 文 明 伊予郡松前町大字徳丸１２４７番地

〃 門 屋 勇 伊予郡松前町大字徳丸１１６７番地２

〃 本 多 正 仁 伊予郡松前町大字中川原５８４番地

〃 本 多 戍 伊予郡松前町大字中川原５９２番地

〃 加 藤 満 雄 伊予郡松前町大字中川原５５９番地

〃 西 村 哲 雄 伊予郡松前町大字出作６７９番地

〃 弓 達 武 明 伊予郡松前町大字出作１７９番地

〃 高 石 圭 三 伊予郡松前町大字神崎３４４番地３

〃 水 口 誓 雄 伊予郡松前町大字神崎８９３番地

〃 野 本 忠 雄 伊予郡松前町大字神崎６８３番地

〃 相 原 隆 志 伊予郡松前町大字鶴吉３５０番地

〃 橋 本 蜜 雄 伊予郡松前町大字鶴吉１１６３番地

〃 徳 本 義 信 伊予郡松前町大字横田７１３番地３

〃 高 市 賢 一 伊予郡松前町大字大溝５８９番地１

〃 渡 部 良 重 伊予郡松前町大字永田４７５番地

〃 松 田 清太郎 伊予郡松前町大字東古泉３４９番地

監 事 窪 田 直 記 伊予郡松前町大字中川原５５９番地

〃 神 野 昌 孝 伊予郡松前町大字出作３１５番地

〃 日 野 榮 蔵 伊予郡松前町大字横田３５４番地

役員の
種 類 氏 名

住 所

変 更 前 変 更 後

理 事 野 間 清 友 松山市馬木町３０７
－２ 松山市馬木町２００

土地改良事業の名称 土地改良事業の
施行に係る地域

土地改良事業の工
事の完了年月日

畑地帯総合整備事業 三崎北地区 平成１８年３月２５日

愛 媛 県 報平成１８年６月２０日 第１７７０号
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１ 指定施業要件の変更に係る保安林の所在場所

今治市玉川町木地字一ノゴ辛１の６、辛１の７、辛６の

１、辛６の４、辛６の５、辛６の１１、辛６の１４、辛６の１６

、字ユノ谷辛２の３、辛２の６、辛２の８、辛１４の１６、辛

１４の２３、辛１４の２７、辛１４の２８、辛１４の３１、辛１４の３２、字子

コ谷辛３の１、字マル山辛４の１、辛４の２、辛４の１５、

辛１０の１、辛１０の２、字コマシコエ辛９の１、字マツヲ口

辛９の２、字ゴヲノ谷辛１２の２、字坊城ノ向辛１６の６、辛

１６の１１、字松尾口辛１７、辛１８の１、辛１８の２、辛１８の９、

辛１８の１１、辛６５の１、字ボウシロ辛１９の１、辛１９の４、辛

１９の６、辛２０、字子シ畑辛２１の１、辛２１の２、辛２２の１、

辛２２の２、辛２２の５、字松ヲ谷辛２５の１６、辛２５の１９、辛２５

の２４から辛２５の２６まで、字ヒル谷辛２８の８、字明神下辛３２

の１、辛３２の３、辛３３の１２、辛３３の２９、字大ミゾ宮ノ谷辛

３６の３６、辛３７の３、字大ミゾ辛３７の１９、字大サコ辛３９の１

、辛３９の２、辛３９の８、辛３９の１２、辛３９の１３、字チャセン

ボワル谷辛４０の１、辛４０の２、辛４０の５、辛４０の７、辛４０

の８、字ケヤケ山辛４１の２、字石原畑辛４２の１、辛４２の４

、辛４２の６、辛４２の１０、辛４２の１５、辛４２の１６、辛４２の１９、

辛４２の２７、字ドロボヤシキ辛４３、字コタマゴ辛５０の１１、辛

５０の１５、辛５０の２０、辛５０の２１、辛５１の１、辛５３、辛５６、字

ケスケ谷辛５４の１から辛５４の６まで、辛５４の１４、辛５４の１５

、辛５４の２２から辛５４の２４まで、辛５４の２７から辛５４の３１まで

、辛５４の３５から辛５４の３８まで、辛５４の４０、辛５４の４２、辛５４

の４８、辛５４の５８、辛５４の６０、辛５４の６２、辛５４の７０、字イシ

ゴヤ辛５５の１、辛５５の３、辛５５の８、辛５５の１４、辛５５の１９

から辛５５の２１まで、辛５５の２３、辛５５の２４、辛５５の２６、辛５５

の２８、辛５５の２９、辛５５の３１、辛５５の３２、辛５５の３５から辛５５

の３７まで、辛５５の４０、辛５５の４１、辛５５の４３、辛５５の４４、辛

５５の４８、辛５５の５２、辛５５の５４、辛５５の５５、辛５５の５８、辛５５

の６１、辛５５の６２、辛５５の６７、辛５５の６８、辛５５の７０、辛５５の

７２、辛５５の７３、辛５５の７６から辛５５の７８まで、辛５５の８０から

辛５５の８２まで、辛５５の８４、辛５５の８７、辛５５の９１、辛５５の９８

から辛５５の１００まで、辛５５の１１６、辛５５の１２０、辛５５の１

２１、辛５５の１２４、字イシハラ谷辛５７の１から辛５７の９まで

、辛５７の１１から辛５７の１８まで、辛５７の２２、辛５７の２３、辛５７

の２６から辛５７の２８まで、辛５７の３０、辛５７の３１、辛５７の３３、

辛５７の３４、辛５７の３６から辛５７の４３まで、辛５７の４５から辛５７

の４８まで、辛５７の５１、辛５７の５３、辛５７の５４、辛５７の５６、辛

５７の５７、辛５７の５９から辛５７の６６まで、辛５７の６９、辛５７の７０

、辛５７の７２、辛５７の７４、辛５７の７８から辛５７の８２まで、辛５７

の８４、辛５７の８５、辛５７の９２から辛５７の９５まで、辛５７の９７、

辛５７の９９から辛５７の１０２まで、辛５７の１０４から辛５７の１０８

まで、字コタマゴ篠成辛６３の２、辛６３の３、辛６３の５、辛

６３の７、辛６３の１２、辛６３の１５、辛６３の２０、辛６３の２６、辛６３

の２８、辛６３の３０、辛６３の３１、字長尾口松尾辛６４の３、字フ

子辛６７の１、辛８６の１、字奉公人ゴヤ辛７０の２、字長尾コ

ヲカ谷辛７１の４、字コタマゴ谷辛７３の１、辛７３の５、辛７３

の９、辛７３の１６、辛７３の１８、辛７３の２０、辛７３の２２から辛７３

の２８まで、辛７３の３１、辛７３の４５、辛７３の４７、辛７３の５７から

辛７３の５９まで、辛７３の６２から辛７３の６５まで、辛７３の７２、辛

７３の７４、辛７３の７６、辛７３の７８、辛７３の８１から辛７３の８７まで

、辛７３の８９から辛７３の９４まで、辛７３の９８、辛７３の９９、字ヨ

コグラ辛７５の７、辛７５の８、辛７５の１０、辛７５の２０、辛７６の

１、字竹カ成辛７７の１、字ホドヲ辛７９の１、辛７９の３、辛

８２の４、字ケスケ辛８３の１、辛８３の３、字ゴンベ谷辛８７の

１、字ヨコクラ辛８８の１、辛８８の４、辛８８の６から辛８８の

９まで、辛８８の１１、辛８８の１２、辛８８の１４から辛８８の１７まで

、辛８８の２４、辛８８の２６、辛８８の２７、辛８８の４８、玉川町鈍川

字大サコ庚６６８の１、庚６６８の８、字下日浦庚６８０の１、

字日浦庚６８４、庚６８６の２、庚６９２、庚６９７の１、庚６９７

の６から庚６９７の８まで、字佛ヶ峠庚６９８の６、庚６９８の

７、字アタラノ上庚７０１の１から庚７０１の３まで、字白石

庚７０３の１、庚７０３の２、庚７０３の７から庚７０３の１３まで

、字祓川庚７１１、字相ノ山左右庚７１３の１、庚７１３の２、

庚７１３の８、字日ウラ向庚７１６の１、庚７１６の２、庚７１６

の４、庚７１６の５、庚７１８から庚７２０まで、庚７２２、字日

浦岩スシ庚７２６の１、庚７２６の２、字スス畑庚７２７の１、

庚７２７の２、字九郎平ヤシキ庚７２８、字スヘリガ尾左谷庚

７３０の１、庚７３０の２、庚７３０の６、庚７３０の８、字鋪巻

山庚７３０の３、庚７３０の４、字ソウセ庚７３１、字ヒヒ谷庚

７３２の１、字ヒリ谷庚７３２の２、字カケ谷庚７３４、字シシ

ヲチ庚７４３の１、庚７４３の１５から庚７４３の１９まで

２ 保安林として指定された目的

土砂の流出の防備

３ 変更後の指定施業要件

� 立木の伐採の方法

ア 主伐に係る伐採種は、定めない。

イ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立

木の所在する市町に係る市町村森林整備計画で定める

標準伐期齢以上のものとする。

ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

� 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

（「次のとおり」は、省略し、その関係書類を愛媛県庁及

び今治市役所に備え置いて縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第９３８号
愛媛県漁業近代化資金利子補給規程（昭和４４年１０月愛媛県

告示第８８１号）の一部を次のように改正し、告示の日から施

行する。

改正後の愛媛県漁業近代化資金利子補給規程の規定は、平

成１８年５月２４日以降に利子補給承認される漁業近代化資金に

ついて適用し、同日前に利子補給承認された漁業近代化資金

については、なお従前の例による。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

第２条の表２の項利子補給率の欄中「１分５毛」を「１分

１厘」に、「８厘５毛」を「９厘」に改め、同表３の項同欄

及び同表７の項同欄中「４厘５毛」を「４厘」に改める。

愛 媛 県 報平成１８年６月２０日 第１７７０号
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公 告

�������
�公 告

職業訓練指導員試験の実施について

職業能力開発促進法（昭和４４年法律第６４号）第３０条の規定

に基づき、職業訓練指導員試験を次のとおり実施する。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 試験を実施する職種

� 学科試験（関連学科及び指導方法）を実施する職種

機械科、和裁科、木工科及び配管科

� 学科試験（指導方法）を実施する職種

職業能力開発促進法施行規則（昭和４４年労働省令第２４

号）別表第１１に掲げる全職種（�に掲げる職種を除く。
）

２ 試験の実施期日

平成１８年９月２４日（日）午前１０時

３ 試験の実施場所

松山市西垣生町２１８４番地

独立行政法人雇用・能力開発機構愛媛センター

４ 受験申請書の提出期間

平成１８年７月２４日（月）から８月４日（金）までとする

。ただし、郵送による場合は、同日までの消印のあるもの

は、受け付ける。

５ 受験申請書の提出先

松山市一番町４丁目４番地２

愛媛県経済労働部管理局労政雇用課

６ 合格発表

平成１８年１０月中旬に愛媛県庁前掲示板に掲示するほか、

合格した者に通知する。

７ その他

� 受験手続の詳細を記載した受験案内及び受験申請書は

、労政雇用課において交付する。

なお、郵送を希望する者は、あて先を明記し、１２０円

分の郵便切手をはった返信用封筒を同封の上、労政雇用

課へ申し込むこと。

� この試験についての問い合わせは、労政雇用課技能振

興係（電話（０８９）９１２―２５０４）にすること。

�������
�公 告

愛媛県立農業大学校入学試験の実施について

平成１９年度愛媛県立農業大学校入学試験を次のとおり実施

する。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 入学試験の区分

総合農学科及びアグリビジネス科

２ 入学試験の期日

� 総合農学科

ア 一般入学試験

平成１９年１月１８日（木） 学科試験及び面接試験

イ 推薦入学試験

平成１８年１１月１６日（木） 学科試験、面接試験及び

口頭試問

� アグリビジネス科

平成１９年１月１９日（金） 学科試験、面接試験及び口

頭試問

３ 入学試験の場所

松山市下伊台町１５５３番地

愛媛県立農業大学校

４ 募集人員、修業年限及び入学資格

� 総合農学科

コ ー ス 野 菜 複 合
コ ー ス

花 き 複 合
コ ー ス 果樹コース 畜産コース

修業年限 ２年 ２年 ２年 ２年

募集人員 各コース合わせて５５人

入学資格 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第５６条第１項
の規定に該当する者

� アグリビジネス科

コ ー ス 栽 培 育 種
コ ー ス

環境・流通
コ ー ス

家 畜 管 理
コ ー ス

食 品 加 工
コ ー ス

修業年限 ２年 ２年 ２年 ２年

募集人員 各コース合わせて１５人

�公 告

特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）第１０条第１項の規定に基づき、特定非営利活動法人の設立の認証の申請があ

ったので、同条第２項の規定に基づき、次のとおり公告する。

平成１８年６月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

申請年月日 特定非営利活動法人の名称 代表者の氏名 主たる事務所の所在地 定款に記載された目的

平成１８年６月８日 ＮＰＯ法人 れんげ草 佐 藤 善 郎 愛媛県西予市宇和町卯之町四丁
目３７９番地１

この法人は、主に西予市内の障害者の社会
参加促進を目指し、生活を取り戻すための
活動の場、相談・サポートできる場等を充
実させていくとともに、地域住民等に対し
て障害者への理解を啓発することにより、
障害者の福祉を向上、発展させることを目
的とする。
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任 免 辞 令

入学資格

次のいずれかに該当する者
� 学校教育法による短期大学を卒業した者
� 都道府県立農業者研修教育施設養成部門（農
林水産大臣と協議して設置されたものに限る。
）を卒業した者

� �及び�に掲げるもののほか知事がこれらの
者と同等以上の学力を有すると認めた者

５ 学科試験科目

� 総合農学科

ア 一般入学試験

必須科目 国語（古典及び古典講読を除く。）及び

数学�
選択科目 農業科学基礎、化学�又は生物�のうち

１科目

イ 推薦入学試験

小論文

� アグリビジネス科

ア 必須科目 農業経営

イ 選択科目 作物、園芸、畜産又は食品加工のうち１

科目

６ 入学願書受付期間

� 総合農学科

ア 一般入学試験

平成１８年１２月１１日（月）から２２日（金）まで

イ 推薦入学試験

平成１８年１０月２４日（火）から１１月２日（木）まで

� アグリビジネス科

平成１８年１２月１１日（月）から２２日（金）まで

� 郵送による場合は、総合農学科及びアグリビジネス科

とも当該受付期間の締切日までの消印があるものは、受

け付ける。

７ 受験手続

入学願書に次に掲げる書類等を添えて愛媛県立農業大学

校長に提出すること。

� 最終学校の調査書

� 写真（出願前６箇月以内に正面から撮影した無帽の上

半身像で５センチメートル平方形のもの）

� 総合農学科への推薦入学を希望する者にあっては、出

身高等学校の長の推薦書

� 入学選考料として２，２００円の愛媛県収入証紙

８ その他入学試験の詳細については、愛媛県立農業大学校

に問い合わせること。

�公営企業任免辞令
平成１８年３月３１日定年退職

愛媛県技術吏員 藤 井 靖 久

同 佐々木 潮

同 桑 原 章

同 光 藤 英 彦

同 山 中 貢

同 中 井 美代子

主任業務員 渡 部 ツネコ

�公営企業任免辞令
３月３１日

愛媛県技術吏員 尾 澤 博

同 富 野 哲 夫

同 田 頭 坦

同 日根野 尚

同 米 田 文 男

同 宮 崎 正 章

同 和 氣 成

同 高 田 寿 美

同 井 上 和 子

同 大 石 美佐子

同 平 岡 喜代美

同 田 村 やよい

同 赤 松 恵 子

同 曾我部 千 秋

同 稲 見 かず子

同 山 西 百合子

同 沖 野 留美子

同 武 田 志保美

同 宇都宮 美知子

同 塩 崎 加奈子

同 渡 辺 美智代

同 藤 本 恭 子

同 山 本 加寿美

同 惣 谷 和 子

同 越 智 八重子

同 下 内 真智子

同 高 原 康 江

同 山 下 喜久子

同 松 岡 すず子

同 竹 村 益 子

同 関 本 千 津

同 増 元 節 代

同 草 野 みゆき

同 芝 弘 美

同 吉 田 節 子

同 佐々木 章 子

同 佐々木 清 香

同 兵 頭 礼 子

同 豊 田 福 枝

同 山 本 吉 伸

同 大 塚 ツヤ子

同 松 本 貴

同 廣 瀬 英 軌

同 小 泉 幸 司

同 村 尾 紀久子

同 中 村 真 胤

同 八 木 草 彦

同 宮 崎 始

同 西 庄 佐 恵

同 寺 本 好 告

同 渡 邊 誠 治
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同 藤 澤 友 樹

同 檜 垣 暢 宏

同 鶴 谷 愛

同 山 内 希 恵

同 石 井 ゆかり

同 八 城 文 子

同 小 寺 美 穂

同 高 木 奈 美

同 泉 本 篤

同 仙 波 早 苗

同 小 沼 香 織

同 藤 原 美智子

同 西 田 真奈美

同 吉 久 明 子

同 仲 谷 葉 月

同 村 上 杏 里

同 西 山 大 介

同 馬 越 美 希

同 平 塚 智 子

同 旭 万喜子

同 越 智 怜 子

同 西 川 洋 子

同 大 野 智 子

同 武 本 恵 子

同 矢 野 幸 子

同 井 上 智 子

同 岡 田 清 香

同 中 川 夏 美

同 松 本 由架里

同 羽 原 久美子

同 平 田 和 子

同 田 井 時 子

同 佐 伯 幸 美

同 近 藤 綾 郁

同 河 野 千 秋

同 森 實 恵 子

同 相 原 香 織

同 神 野 美 香

願により本職を免ずる（各通）

愛媛県技術吏員 名 護 可 容

同 竹 口 崇

同 向 井 ゆかり

同 住 友 夏 世

同 佐々木 徹

同 平 野 拓 志

同 柳 田 一

同 北 條 宣 政

同 灘 野 成 人

同 松 本 美 和

願により本職を免ずる

退職手当は支給しない（愛媛県職員退職手当条例第１４条）

（各通）

愛媛県技術吏員 岡 崎 伸 也

同 宇都宮 智 代

同 正 木 由 美

同 宇都宮 律

同 井 上 二 美

同 中 野 富二子

同 阿 部 千 鶴

同 脇 千 秋

同 前 田 敦 子

同 都 川 治 美

同 甲斐田 静

同 東 弘 美

同 武 田 奈 穂

同 井 上 由加里

同 山 本 増 美

同 本 倉 眞 理

同 葛 川 幸 恵

同 田 辺 里 恵

同 岡 本 秀 代

県立北宇和病院の廃止に伴い本職を免ずる（各通）

�������
�公営企業任免辞令

４月１日

淺 野 貴 博

愛媛県事務吏員に任命する

行政職１級を命ずる

県立南宇和病院勤務を命ずる

山 下 広 高

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）４級を命ずる

医監を命ずる

県立今治病院外科部長を命ずる

塩 出 昌 弘

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）４級を命ずる

医監を命ずる

県立新居浜病院内科部長を命ずる

井 上 靖 浩

大 中 俊 宏

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）３級を命ずる

県立中央病院内科部長を命ずる（各通）

大 谷 広 美

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）３級を命ずる

県立中央病院外科部長を命ずる

丸 山 美 鈴

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）３級を命ずる

県立中央病院皮膚科部長を命ずる

菊 池 隆 徳

石 丸 良 広

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）３級を命ずる
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県立中央病院放射線科部長を命ずる（各通）

� 田 秀 実

長 友 太 郎

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）２級を命ずる

県立中央病院小児科医長を命ずる（各通）

立 石 洋 子

三 好 和 生

矢 野 真 理

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）２級を命ずる

県立中央病院産婦人科医長を命ずる（各通）

若 松 貴 哉

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）２級を命ずる

県立中央病院内科医長を命ずる

小 松 次 郎

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）２級を命ずる

県立今治病院内科医長を命ずる

高 嶋 成 輝

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）２級を命ずる

県立三島病院外科医長を命ずる

市 川 晴 久

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）２級を命ずる

県立南宇和病院脳神経外科医長を命ずる

近 藤 誠 司

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）２級を命ずる

県立新居浜病院内科医長を命ずる

天 野 慎 二

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）２級を命ずる

県立新居浜病院泌尿器科医長を命ずる

富 所 雄 一

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）２級を命ずる

県立中央病院耳鼻いんこう科副医長を命ずる

松 重 俊 憲

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）２級を命ずる

県立中央病院脳神経外科副医長を命ずる

小 坂 浩 史

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）２級を命ずる

県立三島病院整形外科副医長を命ずる

（県立中央病院） 新 谷 哲 司

（同 ） 黒 部 裕 嗣

（県立今治病院） 河 野 珠 美

（同 ） 忽 那 辰 彦

（同 ） 藤 岡 志 帆

（県立三島病院） 吉 野 修 司

（県立南宇和病院） 白 井 信

（同 ） 山 下 貢 二

（県立新居浜病院） 元 木 敦 子

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（一）１級を命ずる

技師を命ずる

（頭書）勤務を命ずる（各通）

（県立中央病院） 萬 代 奈都子

（同 ） 篠 原 由 紀

（同 ） 菰 田 健太郎

（同 ） 西 畑 友 尋

（県立今治病院） 伊 藤 智 徳

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（二）２級を命ずる

技師を命ずる

（頭書）勤務を命ずる（各通）

（県立中央病院） 篠 藤 美 里

（同 ） 天 野 雄 司

（県立今治病院） 曽 根 真 浩

（同 ） 井 上 香 織

（同 ） 石 川 卓 也

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（二）１級を命ずる

技師を命ずる

（頭書）勤務を命ずる（各通）

（県立中央病院） 高 木 知 実

（同 ） 宇都宮 み き

（同 ） 倉 田 薫

（同 ） 吉 田 久美子

（同 ） 好 光 千 里

（同 ） 中 尾 一 三

（県立今治病院） 西 尾 朋希子

（同 ） 渡 邉 かおり

（同 ） 藤 堂 早智子

（同 ） 佐 伯 朋 美

（同 ） 麓 みさえ

（県立三島病院） � 橋 幸 代

（同 ） 大 井 祥 子

（県立新居浜病院） 松 本 美 幸

（同 ） 越 智 加奈子

（同 ） 近 藤 寛 子

（同 ） 渡 邊 春 香

愛媛県技術吏員に任命する

医療職（三）２級を命ずる

技師を命ずる

（頭書）勤務を命ずる（各通）
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古紙配合率100％再生紙を使用しています 
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